






目的 

乳幼児の姿勢反射.反応の強弱は月令をはじめ種々の因子で変化する。乳幼児を逆懸垂位に

した時では,乳幼児が示す頸部体幹の伸展の有無は月令,出発体位(腹臥位,背臥位

).behavioral state(泣く,泣かない)により異なることを昭和 53 年度の研究結果として報

告した。今回は,各月令の被験児数を増やし,前年度の結果を追試すると共に,更に視覚が頸

部体幹の伸展にいかなる影響を与えているかについて検討した。 


